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平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
予
算
及
び
６
つ
の
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て
は
、
予
算
等
審
査
特
別
委
員
会
（
議
長
を
除
く
11
人
）
を
設
置

し
、
そ
れ
ぞ
れ
審
査
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
、
99
億 

７
９
８
５
万
２
千
円
に
な
り
ま
す
。

　

町
税
は
、
６
億
３
８
２
２
万	

９
千
円
で
１
４
０
２
万
８
千

円
の
増
額
で
す
。

　

地
方
交
付
税
は
29
億	

４
５
４
６
万
７
千
円
で
１
億	

７
６
３
９
万
３
千
円
の
減
額
、	

国
庫
支
出
金
は
４
億
７
６
１
８
万	

５
千
円
で
９
２
６
万
円
の
増
額
、	

県
支
出
金
は
４
億
８
８
５
４
万	

９
千
円
で
２
２
３
３
万
４
千

円
の
増
額
と
な
り
ま
す
。

　

町
債
（
借
入
金
）
は
、
17
億	

２
５
０
万
円
で
10
億
２
２
０
万	

円
の
増
額
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
主
な
新
規

事
業
は
、
ま
ず
総
合
交
流
セ
ン

タ
ー
の
建
設
が
あ
り
、
建
設
費

は
約
11
億
円
と
な
っ
て
お
り
、

前
年
度
よ
り
大
き
な
増
額
予

算
と
な
っ
た
要
因
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
宿
利
原
地
区
拠
点

施
設
と
し
て
、
旧
宿
利
原
中
学

校
の
校
舎
を
改
築
し
ま
す
。

　

こ
の
他
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
困
り
ご
と

学
習
支
援
業
務
委
託
や
小
児

科
遠
隔
健
康
相
談
業
務
委
託

な
ど
、
子
育
て
支
援
に
も
引
き

続
き
力
を
入
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
防
災
マ
ネ
ー

ジ
ャ
を
採
用
し
、
地
域
防
災
に

も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
新
規
事
業
に

着
手
し
な
が
ら
、
昨
年
度
ま
で

の
事
業
の
見
直
し
も
図
り
、
よ

り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
な

う
た
め
の
予
算
と
な
り
ま
し

た
。

　

な
お
、
４
ペ
ー
ジ
で
も
、
事

業
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
い

ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご
覧
く

だ
さ
い
。

平成30年度

予算

平成 30 年度各会計当初予算額
会　　　　　計　　　　　名 当初予算額 前年度比

一　　　　般　　　　会　　　　計 71 億 3,425 万 5 千円 9 億 6,408 万 9 千円

特　
　
別　
　
会　
　
計

国 民 健 康 保 険 事 業 13 億 4,802 万 8 千円 △ 2 億 9,487 万円

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 1 億 2,761 万 6 千円 △ 82 万 4 千円

介 護 保 険 事 業（ 保 険 事 業 勘 定 ） 12 億 1,249 万 8 千円 △ 5,122 万 4 千円

介護保険事業（サービス事業勘定） 954 万 3 千円 100 万 6 千円

簡 易 水 道 事 業 1 億 2,013 万 1 千円 △ 841 万 3 千円

農 業 集 落 排 水 事 業 2,778 万 1 千円 110 万円

合　　　　　　　　計 99 億 7,985 万 2 千円 6 億 1,086 万 4 千円

前
年
度
よ
り
９
億
６
４
０
８
万
９
千
円
の
増
額

歳  

入

歳  
出
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平成30年度 一般会計当初予算は

71億3,425万5千円（　　　　　）対前年度比
15.6％の増

１．人件費
　議員報酬や町長・職員等の給与、社会保険料など

２．物件費
　消耗品費、燃料費、通信運搬費、手数料、備品購入
費、使用料など

３．維持補修費
　道路、建物などの修繕費

４．扶助費
　児童手当、子ども医療費助成、介護福祉タクシー助
成等の助成金など

５．補助費等
　国・県、各種団体等への負担金や各種団体等への補助
金など

６�．投資的経費（普通建設事業費・災害復旧事業費）
　道路の新設改良工事費や災害復旧工事費、公有財産
購入費など

７．公債費
　町の長期借入金等への返済金

８．積立金
　基金への積立て

９．繰出金
　簡易水道事業や国民健康保険事業等の特別会計への繰出金

歳出グラフ（性質別）の主な内容

自主財源
18.3％

依存財源
81.7％

義務的経費
42.8％

投資的経費
28.3％

その他の
経費
28.9％

人件費
12億3,655万2千円
　　（17.3％）

扶助費
8億9,615万1千円
　　（12.6％）

公債費
9億2,076万1千円
　　（12.9％）

物件費
6億8,845万円
　　（9.6％）

補助費等
8億6,068万3千円
　　（12.1％）

普通建設事業費
20億1,551万5千円
　　（28.3％）

繰出金
4億405万1千円（5.7％）

維持補修費
7,235万2千円（1.0％）
出資金及び貸付金
40万1千円（0.0％）

積立金
2,931万4千円（0.4％）

予備費
1千万円（0.1％）
災害復旧事業費
2万5千円（0.0％）

町税
6億3,822万9千円（8.9％）

地方交付税
29億4,546万7千円
　　　（41.3％）

町債
17億250万円（23.9％）

地方譲与税など
2億1,437万4千円（3.0％）

県支出金
4億8,854万9千円（6.8％）

国庫支出金
4億7,618万5千円（6.7％）

町民税 2億1,746万1千円
固定資産税 3億1,613万7千円
軽自動車税 3,572万8千円
市町村たばこ税 6890万1千円
鉱産税 1千円
特別土地保有税 1千円

分担金及び負担金
3,121万円（0.4％）
繰入金・繰越金
4億6,524万1千円（6.5％）
財産収入・使用料及び手数料等
1億7,250万円（2.4％）

・町民一人あたりの町税額

83,038円
・町民一人あたりに使われるお金

928,214円
（平成 30 年 4 月 1 日現在人口 =7,686 人）

歳出歳入
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平
成
30
年
度
各
会
計
当
初

予
算
と
条
例
改
正
案
１
件
に

つ
い
て
、
予
算
等
審
査
特
別
委

員
会
に
付
託
さ
れ
、
現
地
調
査

を
含
め
、
３
月
９
日
か
ら
15
日

の
う
ち
４
日
間
に
亘
っ
て
審

査
を
行
な
い
、
全
７
会
計
と
条

例
改
正
案
１
件
を
原
案
可
決

し
ま
し
た
。　
　

　

予
算
の
概
要
に
つ
い
て
は
、

前
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
こ
こ
で
は
、
主
な
新
規
事

業
等
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

　

新
た
に
未
来
づ
く
り
課
を
設
置

す
る
条
例
改
正
が
提
案
さ
れ
、

　
　
政
策
企
画
課
の
業
務
を

分
け
る
と
考
え
る
が
、
政

策
企
画
課
に
は
何
名
の
職
員
を
配

置
す
る
か
。

　
　

５
名
を
配
置
し
、
総
合
振

興
計
画
の
見
直
し
等
に
傾
注

さ
せ
た
い
。

　
　
行
政
職
員
だ
け
で
な
く
、

民
間
か
ら
の
登
用
も
必
要

で
は
な
い
か
。

　
　

ま
ず
は
、
新
体
制
で
進
め

て
、
民
間
の
力
が
必
要
と
判

断
し
た
場
合
は
検
討
す
る
。
民
間

出
身
の
協
議
会
５
名
と
未
来
づ
く

り
課
の
３
名
で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た

い
。

等
の
質
疑
応
答
が
あ
り
、
討
論
は

な
く
、
全
会
一
致
を
も
っ
て
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

総合交流センター建設事業	 10 億 9,435 万円
　公共施設総合管理計画に基づき、人口減少に備えた公共施設の再編として、老朽化してい
る保健センター、老人センターを廃止し、中央公民館を、両機能と、防災センターの機能も
兼ね備えた総合交流センターに建て替えるものです。
　28年度に基本設計を、29年度に実施設計を行なっており、本年度、建設工事を行ないます。

宿利原地区拠点施設整備	 5,270 万円
　旧宿利原中学校校舎の利用について、地区住民
と協議した結果を基に、地域活動の拠点として活
用できるよう、改修を行ないます。

家屋全棟調査業務委託	 767 万 6 千円
　30年度から 32年度までの 3年間で、町内に
ある家屋の調査をし、家屋台帳の整備を行ない
ます。

コンビニ収納用システム改修業務委託
	 　176 万円
　31年度よりコンビニエンスストアで税金等の
納付ができるサービスを開始するために、コン
ピュータシステムの改修を行ないます。

ＩＣＴ困りごと学習支援業務委託
	 　320 万 8 千円
　小学校の国語と算数で、児童がわかりにくいと
感じたものなどを、インターネットを利用して、
個別に学習支援を行ないます。
　これは、お試しサテライトオフィスに参加され
た企業と連携して行なう事業です。

小児科遠隔相談業務委託	 300 万円
　子育てをされている方が、スマートフォン等を
利用し、お子さんの体調等について小児科に相談
ができるサービスです。
※相談できる時間帯等があります。

主な新規事業等（抜粋）

旧宿利原中の整備計画の説明を受ける様子

予
算
等
審
査
特
別
委
員
会

問問 答答 未
来
づ
く
り
課
が

新
設
さ
れ
ま
し
た

（�

錦
江
町
課
等
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
）
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非
常
勤
職
員
の
報
酬
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

　

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
の
引

き
上
げ
に
伴
い
、
非
常
勤
職
員

の
報
酬
額
が
次
の
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

単
身
者
も
町
内
全
て
の
公
営
住

宅・町
営
住
宅
に
入
居
で
き
ま
す
。

　

単
身
者
の
公
営
住
宅
入
居

資
格
に
つ
い
て
55
㎡
以
下
の

要
件
を
廃
止
し
、
町
営
住
宅
入

居
資
格
に
つ
い
て
、
同
居
要
件

を
廃
止
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
、
単
身
者
も
町
内
全

て
の
公
営
住
宅
・
町
営
住
宅
に

居
住
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

大
滝
公
園
の
指
定
管
理
期
間
を

３
年
以
内
と
し
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
受
託
希
望
者
の

長
期
的
負
担
を
軽
減
し
た
い

た
め
、
委
託
期
間
を
改
正
し
ま

し
た
。

　
３
年
間　
→　
３
年
以
内

国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度

額
等
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令

の
改
正
に
よ
り
、
国
民
健
康
保

険
税
条
例
を
次
の
よ
う
に
改

正
し
ま
し
た
。

●
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

●
軽
減
対
象
世
帯
の
所
得
基
準

特
別
職
の
給
与
等
の
減
額
を

廃
止
し
ま
し
た
。

　

特
例
条
例
を
廃
止
し
た
の

で
、
減
額
し
て
い
た
副
町
長
等

の
給
与
等
が
元
の
金
額
に
戻

り
ま
し
た
。

　

な
お
、
特
例
で
は
、
副
町
長

が
15
％
、
教
育
長
が
10
％
減
額

さ
れ
て
お
り
、
町
長
の
30
％
減

額
の
特
例
は
就
任
前
に
失
効

し
て
い
ま
す
。

航
空
写
真
が
交
付
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

航
空
写
真
が
整
備
さ
れ
、
最

新
の
画
像
が
提
供
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
手
数
料
を
条

例
に
追
加
し
ま
し
た
。

　

交
付
手
数
料
は
、
１
枚
に
つ

き
５
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
料
が

改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
７
期
介
護
保
険
計
画
に

基
づ
き
、
保
険
料
が
改
定
さ
れ

ま
し
た
。

月
額
基
準
額
が

　
５
８
０
０
円→ 

６
２
０
０
円

年
額
基
準
額
が

　

６
９
６
０
０
円

→ 

７
４
４
０
０
円

と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
料
は
９
段
階
に

分
か
れ
る
の
で
、

月
額
保
険
料
が

　

３
１
０
０
円
～１

０
５
４
０
円

年
額
保
険
料
が

　

３
７
２
０
０
円
～

１
２
６
４
８
０
円

と
な
り
ま
す
。

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報

「
き
ん
こ
う
」
に
掲
載
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　
平
成
30
年
第
１
回
臨
時
会
は
、
１
月
29
日
の
１

日
間
で
、
条
例
改
正
案
１
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
５
日
か
ら

23
日
ま
で
の
19
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
当
初
予
算
７
件
、
補
正
予
算

８
件
、
条
例
改
正
14
件
等
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
４
名
の
議
員
が
一
般
質
問
し
ま
し
た
。

１月臨時会
３月定例会

条
　
例

改正前 改正後

月　額 218,900 円以内 250,000 円以内

日　額 8,600 円以内 8,620 円以内

時間額 860円以内 870円以内

　
54
万
円　
→　
58
万
円

改正前 改正後

７割軽減
基準額 基礎控除額（33万円） 変更なし

５割軽減
基準額

基礎控除額＋ 27万円×被保険者数
（33万円）

27万円
　 ➡ 27.5 万円

２割軽減
基準額

基礎控除額＋ 49万円×被保険者数
（33万円）

49万円
　 ➡ 50万円
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荒
茶
加
工
施
設
の
指
定
管
理
者

が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

荒
茶
加
工
施
設
の
指
定
管

理
者
を
「
大
根
占
茶
生
産
組

合
」
に
指
定
し
ま
し
た
。

　

指
定
期
間
は
、

　

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

　

平
成
35
年
３
月
31
日
ま
で

で
す
。

副
町
長
の
選
任
に
同
意

　

鹿
児
島
県
職
員
で
、
交
通
政

策
や
企
業
誘
致
等
で
手
腕
を

発
揮
さ
れ
た
三
反
田
み
ど
り

氏
を
副
町
長
と
し
て
同
意
し

ま
し
た
。

　

任
期
は

　

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

　

平
成
34
年
３
月
31
日
ま
で

で
す
。 指

定
管
理

同
　
意

議案に対する各議員の賛否状況
　平成 30 年第１回　臨時会（１月議会）

議案番号 案件名
（主な内容等）

賛否の結果
厚
ヶ
瀨

浪
瀨

染
川

池
迫

池
田

川
越

笹
原

小
吉

中
野

右
田

馬
込

水
口

議案第１号 錦江町報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 ● ● ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ●

　平成 30 年第１回　定例会（３月議会）

議案番号 案件名
（主な内容等）

賛否の結果
厚
ヶ
瀨

浪
瀨

染
川

池
迫

池
田

川
越

笹
原

小
吉

中
野

右
田

馬
込

水
口

議案第２号 平成29年度錦江町一般会計補正予算（第７号） 簡易表決で可決
議案第３号 平成29年度錦江町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 簡易表決で可決
議案第４号 平成29年度錦江町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３号） 簡易表決で可決
議案第５号 平成29年度錦江町介護保険事業（保険事業勘定）特別会計補正予算（第３号） 簡易表決で可決
議案第６号 平成29年度錦江町介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計補正予算（第２号） 簡易表決で可決
議案第７号 平成29年度錦江町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） 簡易表決で可決
議案第８号 平成29年度錦江町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号） 簡易表決で可決
議案第９号 錦江町報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 簡易表決で可決
議案第10号 錦江町公営住宅条例の一部を改正する条例 簡易表決で可決
議案第11号 錦江町都市公園条例の一部を改正する条例 簡易表決で可決
議案第12号 錦江町神川大滝公園条例の一部を改正する条例 簡易表決で可決
議案第13号 錦江町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 簡易表決で可決
議案第14号 錦江町国民健康保険条例の一部を改正する条例 簡易表決で可決
議案第15号 錦江町地域福祉ふれあい広場条例の一部を改正する条例 簡易表決で可決
議案第16号 錦江町課等設置条例の一部を改正する条例 簡易表決で可決
議案第17号 錦江町町長等の給与の特例に関する条例を廃止する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○
議案第18号 指定管理者の指定（荒茶加工施設） 簡易表決で可決
議案第19号 指定管理者の指定（福祉ふれあい広場） 簡易表決で可決
議案第20号 権利の放棄 簡易表決で可決
議案第21号 平成 30年度錦江町一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第22号 平成 30年度錦江町国民健康保険事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第23号 平成 30年度錦江町後期高齢者医療事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第24号 平成 30年度錦江町介護保険事業（保険事業勘定）特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第25号 平成 30年度錦江町介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第26号 平成 30年度錦江町簡易水道事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第27号 平成 30年度錦江町農業集落排水事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第28号 平成 29年度錦江町一般会計補正予算（第８号） 簡易表決で可決
議案第29号 錦江町行政財産の使用料徴収条例の一部を改正する条例 簡易表決で可決
議案第30号 錦江町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例 簡易表決で可決
議案第31号 錦江町介護保険条例の一部を改正する条例 簡易表決で可決
議案第32号 錦江町町営住宅条例の一部を改正する条例 簡易表決で可決
議案第33号 錦江町手数料条例の一部を改正する条例 簡易表決で可決
同意第１号 副町長の選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
※�賛否の表示は、起立採決又は記名投票により、○賛成、●反対となっています。
※�簡易表決とは、あらかじめ議員全員の賛成が見込まれる場合に、議長が賛成者の起立を求めず、「異議ありませんか」
と諮ることにより賛否を問う採決方法です。
※議長には、表決権がありません。

三反田　みどり さん
（京町自治会）
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田代中非構造部材耐震化事業7,732万9千円など可決
　一般会計・特別会計の８補正予算を原案のとおり可決しました。各補正予算の主なものは、次の
ようなものです。

町有施設整備基金積立金
1 億 4,501 万 4 千円

元金積立

田代中学校非構造部材耐震化事業
7,732 万 9 千円

設計管理委託等	 335 万 3千円
工事費	 7,397 万 6千円

合併処理浄化槽設置事業補助金
△ 1,049 万円

設置基数の減

花瀬公園給水管改修工事
422 万 5 千円

漏水箇所特定困難による給水管布設（364m）

障害福祉サービス費
1,740 万円

利用者の増

新規就農者農業生産対策事業
△ 750 万円

青年就農給付金（経営開始型）給付減

大原小学校非構造部材耐震化事業
2,774 万 6 千円

設計管理委託等	 150 万 3千円
工事費	 2,624 万 3千円

一般会計

療養給付費
△ 4,534 万 6 千円

一般被保険者の減	 △ 5,163 万円
退職被保険者の増	 628 万 4千円

国民健康保険事業
共同事業拠出金

△ 3,467 万 4 千円
高額医療費共同事業拠出金	 △ 1,235 万 7千円
保険財政共同安定化事業拠出金	 △ 2,231 万 7千円

介護サービス等諸費
△ 1,396 万 6 千円

居宅介護サービス給付金	 △ 1,990 万円
地域密着型介護サービス給付費	 △ 800 万円
施設介護サービス給付費	 1,393 万 4千円

介護保険事業（保険事業勘定）
人限ドック委託料

△ 99 万 9 万円
受診者数の減

後期高齢者医療事業

修繕料
100 万円

仕切弁取替等

簡易水道事業

　田代中学校の非構造部材耐震化事業
は本年度に実施されます。
　また、大原小学校も、同じく本年度
に実施されます。
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総務厚生
常任委員会

平
成
30
年
度
か
ら
県
が
財
政

運
営
の
主
体
と
な
り
ま
す
。

　

財
政
運
営
は
県
が
市
町
村

ご
と
の
国
保
事
業
費
納
付
金

の
決
定
、
財
政
安
定
化
基
金
の

設
置
・
運
営
等
の
責
任
主
体
と

な
り
、
町
は
国
保
事
業
費
納
付

金
を
県
に
納
付
す
る
。
ま
た
、

県
が
市
町
村
ご
と
の
標
準
保

険
税
率
を
算
定
・
公
表
し
、
町

は
標
準
保
険
税
率
等
を
参
考

に
保
険
税
率
を
決
定
し
、
事
情

に
応
じ
た
賦
課
・
徴
収
を
行
な

う
。
保
険
給
付
に
つ
い
て
は
、

県
は
必
要
な
費
用
を
全
額
、
市

町
村
に
支
払
い
、
町
は
保
険
給

付
を
決
定
し
、
事
業
に
応
じ
た

窓
口
負
担
減
免
な
ど
を
行
い
、

保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
県
は

市
町
村
へ
必
要
な
助
言
・
支
援

を
行
な
い
、
町
は
被
保
険
者
の

特
性
に
応
じ
た
き
め
細
か
い

事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

　

資
格
の
管
理
は
、
被
保
険
者

が
同
一
都
道
府
県
内
の
他
の

市
町
村
へ
転
居
し
た
場
合
に

は
、
資
格
は
継
続
す
る
が
、
転

居
後
の
市
町
村
に
お
い
て
、
改

め
て
被
保
険
者
証
が
交
付
さ

れ
る
。
な
お
、
本
年
８
月
か
ら

新
し
い
保
険
証
に
代
わ
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。

　

事
務
の
効
率
化
に
つ
い
て

は
、
被
保
険
者
証
等
の
標
準

化
、
修
学
中
の
被
保
険
者
の
特

例
に
係
る
取
扱
い
の
統
一
、
葬

祭
費
の
支
給
額
の
統
一
、
高
額

療
養
費
の
多
数
回
該
当
の
取

扱
い
の
統
一
、
保
険
税
の
算
定

方
式
の
統
一
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
る
。

　

保
険
給
付
の
適
正
な
実
施

に
お
け
る
今
後
の
取
組
み
に

つ
い
て
は
、
レ
セ
プ
ト
点
検
の

充
実
強
化
、
療
養
費
の
支
給
の

適
正
化
、
第
三
者
行
為
求
償
事

務
の
取
組
強
化
、
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。

　

委
員
か
ら
は
「
今
後
保
険

税
の
算
定
方
式
が
変
わ
っ
た

場
合
、
仮
算
定
の
段
階
で
１
，

３
０
０
万
円
程
度
減
少
し
て
く

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を

カ
バ
ー
す
る
た
め
に
は
税
率
の

変
更
等
、
施
策
を
検
討
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
今

後
は
特
定
健
診
・
特
定
健
康
指

導
の
実
施
率
の
向
上
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
対
策
と

し
て
の
若
年
層
へ
の
周
知
広
報

の
強
化
、
健
康
意
識
向
上
の
た

め
の
若
い
世
代
へ
の
健
康
づ
く

り
に
関
す
る
普
及
啓
発
、
重
複

受
診
者
、
重
複
服
薬
者
に
対

す
る
取
組
強
化
な
ど
、
医
療
費

の
適
正
化
へ
の
取
組
が
重
要
と

な
っ
て
く
る
。」
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
た
。

　

少
子
高
齢
化
に
伴
う
病
院

の
機
能
・
規
模
の
適
正
化
及
び

病
院
の
建
物
の
老
朽
化
に
よ

る
今
後
の
病
院
の
基
本
構
想

を
策
定
す
る
た
め
の
肝
属
郡

医
師
会
立
病
院
基
本
構
想
策

定
委
員
会
が
設
置
さ
れ
検
討

さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
現
病
院

は
昭
和
56
年
に
開
設
、
旧
館
築

35
年
、
新
館
築
25
年
で
、
現
在
、

病
床
数
１
９
７
床
、
診
療
科
目

14
科
、
１
日
平
均
患
者
数
の

入
院
が
１
６
３
・
３
人
、
外
来

87
・
３
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
病
院
は
強
み
と
し
て
錦
江

町
、
南
大
隅
町
両
町
で
急
性
期

病
院
は
医
師
会
の
み
、
老
健
の

併
設
、
弱
み
と
し
て
は
施
設
の

老
朽
化
・
狭
わ
い
化
、
診
療
単

価
が
低
い
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
新
病
院

の
経
営
の
方
向
性
と
し
て
、
急

性
期
と
需
要
増
が
見
込
ま
れ

る
回
復
期
に
焦
点
を
当
て
た

地
域
密
着
型
の
医
療
提
供
、
医

療
と
介
護
事
業
の
地
域
拠
点

施
設
と
し
て
の
機
能
造
成
、
生

活
支
援
の
リ
ハ
ビ
リ
と
生
活

自
体
を
支
援
す
る
仕
組
み
づ

く
り
、
自
治
体
病
院
並
み
の
支

援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
建

替
え
資
金
確
保
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
課
題
整
理
と
し

て
、
両
町
の
将
来
推
計
人
口
、

将
来
推
計
患
者
数
、
医
療
施
設

（
医
師
の
高
齢
化
）、
職
員
数
、

病
院
の
経
営
状
況
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
る
。

　

今
後
、
医
師
会
立
病
院
の
在

り
方
に
つ
い
て
整
理
す
る
と
、

肝
属
郡
医
師
会
立
病
院
の
経

営
・
財
政
・
主
体
性
の
方
向
性
、

錦
江
町
・
南
大
隅
町
両
町
の
施

設
を
含
む
地
域
医
療
に
対
す

る
考
え
方
、
住
民
説
明
会
等
に

よ
る
情
報
の
共
有
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
て
い
る
。

　

現
在
、「
肝
属
郡
医
師
会
立

病
院
移
設
建
替
え
に
関
す
る

要
望
書
」
が
出
さ
れ
て
お
り
、

今
後
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は

本
委
員
会
だ
け
で
な
く
、
全
議

員
で
取
組
ん
で
い
く
こ
と
に

決
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
新
制
度
の

概
要
に
つ
い
て

肝
属
郡
医
師
会
立
病
院
の

現
状
と
今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て

所管事務調査

現在の肝属郡医師会立病院
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文教産業
常任委員会

　

日
置
市
で
は
、
地
域
活
性
化

や
産
業
振
興
を
官
民
で
推
進

す
る
た
め
に
、
鹿
児
島
銀
行
と

包
括
的
業
務
協
力
協
定
を
締

結
し
、
そ
の
中
で
新
産
業
創
出

と
し
て
、
日
置
市
オ
リ
ー
ブ
構

想
が
策
定
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
野
村
グ
ル
ー
プ
と

オ
リ
ー
ブ
事
業
に
関
す
る
業

務
協
力
協
定
を
締
結
し
、
鹿
児

島
銀
行
を
含
む
３
者
で
取
り

組
む
こ
と
と
な
り
、
生
産
は
日

置
市
が
、
加
工
・
販
売
は
鹿
児

島
銀
行
と
野
村
グ
ル
ー
プ
で

行
な
い
、
推
進
し
て
い
る
。

　

市
で
は
、
現
在
、
東
市
来

で
１
千
本
の
実
証
栽
培
を
行

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
民
へ
の
２
分
の
１

の
苗
木
購
入
補
助
を
行
な
い
、

平
成
27
年
度
に
１
，
６
７
４

本
、
平
成
28
年
度
に
１
，

１
０
２
本
植
栽
し
、
50‌

ha
２
万

本
を
目
標
と
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
10
ア
ー
ル
当
た

り
の
植
え
付
け
本
数
は
、
40
本

で
あ
り
、
苗
木
の
単
価
は
１
本

約
３
千
円
、
福
岡
県
の
田
主
丸

か
ら
購
入
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

　

10
ア
ー
ル
当
た
り
の
収
穫

目
標
は
１
本
当
た
り
５
㎏
～

10
㎏
で
あ
り
、
反
収
は
１
㎏
当

た
り
８
０
０
円
で
16
万
円
か

ら
32
万
円
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

販
売
は
、
オ
リ
ー
ブ
専
門
店

「
ビ
ゴ
ー
レ
」
で
、
イ
タ
リ
ア

と
ス
ペ
イ
ン
に
あ
る
「
日
置
オ

リ
ー
ブ
農
園
」
か
ら
送
ら
れ
て

く
る
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
販

売
し
、
良
質
な
オ
リ
ー
ブ
オ
イ

ル
の
普
及
と
販
路
開
拓
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

委
員
か
ら
、「
使
っ
て
い

る
品
種
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る

か
。」
と
の
質
疑
に
「
オ
リ
ー

ブ
は
世
界
中
で
は
３
，
０
０
０

品
種
ぐ
ら
い
が
あ
り
、
日
置
市

で
は
16
品
種
を
試
験
的
に
栽

培
し
、
木
の
成
長
や
花
の
つ
き

方
な
ど
か
ら
、
花
実
の
な
る
の

は
遅
い
が
木
の
成
長
が
早
い

イ
タ
リ
ア
産
の
フ
ラ
ン
ト
イ

オ
と
レ
ッ
チ
ー
ノ
、
花
実
が
な

る
の
が
早
い
ス
ペ
イ
ン
産
の

ワ
ロ
と
ア
ル
ベ
キ
ー
ナ
の
４

品
種
を
市
民
に
配
布
し
て
い

る
。
当
分
の
間
は
、
こ
の
４
品

種
を
主
に
や
っ
て
い
く
。」

　
「
植
栽
す
る
際
の
土
壌
づ
く

り
は
ど
う
や
る
の
か
。」
と
の

質
疑
に
「
直
径
１
ｍ
、
深
さ
50

㎝
の
穴
を
掘
り
、
堆
肥
と
肥
料

を
混
ぜ
て
埋
め
戻
す
。
２
月
に

こ
の
作
業
を
行
な
い
、
３
月
に

植
え
付
け
作
業
を
行
な
う
。」

　
「
霜
、
寒
さ
は
大
丈
夫
か
。」

と
の
質
疑
に
「
霜
、
寒
さ
に
つ

い
て
は
大
丈
夫
で
あ
る
。
逆
に

寒
さ
が
な
い
と
花
芽
分
化
を

起
こ
さ
な
い
。
だ
か
ら
、
離
島

で
は
花
は
咲
か
な
い
。」

　
「
錦
江
町
に
例
え
ば
１
ha
ほ

ど
植
え
た
が
、
産
地
化
が
で
き

な
い
場
合
買
い
取
り
は
し
て

も
ら
え
る
の
か
。」
と
の
質
疑

に
「
当
然
買
い
取
り
は
す
る
。

日
置
オ
リ
ー
ブ
に
せ
ず
に
鹿

児
島
オ
リ
ー
ブ
に
し
た
の
は
、

ま
ず
は
日
置
市
で
成
功
さ
せ

て
、
県
内
に
広
め
て
い
き
た
い

た
め
で
あ
る
。
収
穫
し
て
か
ら

24
時
間
以
内
に
搾
汁
す
る
の

で
、
時
間
的
な
制
約
は
あ
る
。

ま
た
、
日
置
市
が
指
定
す
る
品

種
で
あ
る
こ
と
も
条
件
と
な

る
。」

　
「
収
穫
の
仕
方
は
ど
う
す
る

の
か
。」
と
の
質
疑
に
「
栽
培

者
の
名
前
、
連
絡
先
、
品
種
を

記
録
し
、
熟
度
が
違
う
の
で
、

こ
の
品
種
は
い
つ
頃
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
と
い
う
よ
う

に
お
願
い
し
て
い
き
た
い
。」

等
が
出
さ
れ
た
。

　

今
回
の
調
査
に
つ
い
て
は
、

昨
今
の
担
い
手
不
足
等
の
増

加
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の
解

消
対
策
と
し
て
、
オ
リ
ー
ブ
栽

培
も
施
策
の
一
つ
で
は
な
い

か
と
の
発
想
か
ら
で
あ
る
。

　

オ
リ
ー
ブ
は
寒
さ
に
は
強

い
が
、
根
の
張
り
方
か
ら
し

て
風
に
弱
い
の
で
植
栽
に
あ

た
っ
て
の
台
風
対
策
、
ま
た
、

収
穫
か
ら
の
搾
汁
ま
で
の
時

間
な
ど
輸
送
に
関
す
る
問
題

等
、
新
規
作
物
導
入
と
し
て
普

及
し
て
い
く
に
は
困
難
な
問

題
が
多
く
あ
る
と
感
じ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
の
日
置

市
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
本
年

か
ら
収
穫
も
多
く
な
る
よ
う

で
あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
情

報
を
得
て
い
く
こ
と
を
、
確
認

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

日
置
市
の

オ
リ
ー
ブ
栽
培
に
つ
い
て

所管事務調査

実証栽培されているオリーブ
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旧
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
処
理

能
力
の
限
界
か
ら
建
替
え
が

必
要
と
な
り
、
平
成
29
年
４
月

に
供
用
開
始
さ
れ
て
い
る
。

　

地
上
３
階
建
て
の
日
本
初

と
な
る
鉄
骨
造
り
の
焼
却
施

設
で
、
１
日
で
８
ト
ン
の
焼
却

処
理
能
力
が
あ
り
、
塩
害
・
台

風
に
強
く
、
見
学
ホ
ー
ル
が
災

害
時
の
避
難
場
所
と
な
っ
て

お
り
、
観
光
や
環
境
学
習
の
拠

点
と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い

る
。

　

与
論
町
で
は
、「
３
Ｒ
運
動
」

リ
デ
ュ
ー
ス
（
排
出
抑
制
）、

リ
ユ
ー
ス
（
再
利
用
）、
リ
サ

イ
ク
ル
（
再
資
源
化
）
を
基

本
と
し
て
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

及
び
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
の
延
命
化
を
図
る
と
と
も

に
、
循
環
型
社
会
の
形
成
に
努

力
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
強
く

感
じ
ら
れ
た
。

　

原
料
搬
入
、
天
日
干
し
水
分

調
整
、
撹
拌
の
後
20
日
間
堆

積
、
こ
れ
を
５
ヶ
月
ほ
ど
繰
返

し
て
、
完
熟
堆
肥
が
出
来
上
が

る
。

　

原
料
の
回
収
農
家
は
当
初

95
戸
で
始
ま
り
、
平
成
27
年
度

は
２
１
８
戸
で
、
子
牛
価
格
の

高
騰
に
よ
り
年
々
増
加
傾
向

に
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

原
料
の
受
入
状
況
は
、
年
々

増
加
し
て
お
り
、
仕
入
価
格
は

税
抜
き
１
ト
ン
当
た
り
水
分

量
60
％
で
５
０
０
円
、
70
％

で
２
５
０
円
、
80
％
で
０
円
と

な
っ
て
い
る
が
、
現
金
で
は
支

払
わ
れ
ず
、
堆
肥
で
返
す
糞
貯

の
形
が
と
ら
れ
て
い
る
。

　

販
売
価
格
は
１
ト
ン
が

１
０
，
８
０
０
円
、
１
袋
15
㎏

が
３
７
６
円
と
な
っ
て
お
り
、

近
年
、
島
外
へ
の
販
売
も
増
え

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

畜
産
農
家
へ
の
堆
肥
利
用

の
推
進
や
、
約
５
ヶ
月
か
か
る

完
熟
堆
肥
の
製
造
期
間
の
短

縮
の
た
め
の
、
機
械
導
入
も
検

討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

ア
テ
モ
ヤ
は
亜
熱
帯
性
果

樹
で
、
糖
度
20
％
を
超
え
る
強

い
甘
み
が
あ
り
、「
森
の
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
」
と
も
呼
ば
れ
て

い
る
。

　

与
論
島
や
沖
縄
で
栽
培
さ

れ
て
お
り
、
枝
が
折
れ
や
す
い

た
め
、
防
風
ネ
ッ
ト
を
張
っ
た

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
や
平
張
施

設
で
栽
培
さ
れ
る
こ
と
が
多

く
、
風
当
た
り
が
弱
い
場
所
で

は
、
路
地
で
も
大
丈
夫
と
の
こ

と
で
あ
る
。

　

収
穫
後
は
必
ず
枝
を
切
り

剪
定
し
、
４
～
５
ヶ
月
で
収
穫

期
を
迎
え
る
の
で
、
剪
定
時
期

を
ず
ら
す
こ
と
で
収
穫
時
期

を
調
整
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。

　

５
～
８
個
ず
つ
箱
詰
め
さ

れ
、
１
㎏
３
，
２
０
０
円
程
度

で
出
荷
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

　

亜
熱
帯
性
と
い
う
こ
と
で
、

本
町
で
の
栽
培
と
な
る
と
施

設
が
必
要
と
な
り
、
導
入
に
つ

い
て
は
な
か
な
か
難
し
い
と

感
じ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

与
論
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

美
ら
島

ア
テ
モ
ヤ
栽
培

堆
肥
セ
ン
タ
ー

　
平
成
30
年
１
月
16
日
、
姉
妹
町
で
あ
る
与
論
町
と
の
議
員

交
流
事
業
と
併
せ
て
、
総
務
厚
生
、
文
教
産
業
両
委
員
会
合

同
で
与
論
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
美
ら
島
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー
、

ア
テ
モ
ヤ
栽
培
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

堆肥センターでの研修の様子

与論町仮庁舎前にて

議
員
交
流
事
業
で
与
論
町
訪
問
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議
会
基
本
条
例
を
議
会
運

営
の
基
本
規
範
と
し
て
位
置

づ
け
、
開
か
れ
た
議
会
、
町
民

参
加
の
議
会
、
存
在
感
の
あ
る

議
会
、
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
築

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
議
会

改
革
に
継
続
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
た
め
の
調
査
で
す
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

●�

議
会
報
告
会
の
内
容
の
充

実
●�

田
代
支
所
で
の
12
月
議
会

の
実
施

●�

日
曜
議
会
の
継
続

●�

議
会
の
放
送
設
備
の
更
新

と
合
わ
せ
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
の
調
査

●�

町
内
各
種
団
体
と
の
意
見

交
換
会
の
実
施

●�

議
員
が
自
ら
行
な
う
研
修
・

調
査
の
積
極
的
な
実
施

　

今
後
も
こ
れ
ら
の
こ
と
を

継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
、

特
定
事
件
の
調
査
活
動
に
つ

い
て
な
ど
、
目
的
達
成
の
た
め

に
、
積
極
的
な
活
動
を
実
施
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

総
合
戦
略
の
推
進
の
過
程

に
お
け
る
情
報
収
集
、
調
査
・

研
究
を
行
な
い
、
活
力
に
あ
ふ

れ
た
地
方
の
創
生
に
取
り
組

む
た
め
の
調
査
で
す
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

●�

お
試
し
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
モ
デ
ル
事
業

●�

百
人
委
員
会

●�

大
学
等
と
の
連
携

●�

移
住
・
定
住
の
イ
ベ
ン
ト

へ
の
参
加

な
ど
で
す
。

【
研
修
日
】

　

平
成
30
年
２
月
16
日

【
研
修
先
】

　

か
の
や
枝
物
生
産
組
合

　

鳥
丸
樹
苗
園

【
研
修
参
加
者
】

　

川
越
裕
子　
　

馬
込　

守

　

池
田
行
德　
　

浪
瀨
亮
祐

　

厚
ヶ
瀨
博
文

　

か
の
や
枝
物
生
産
組
合
は
、

平
成
25
年
６
月
に
発
足
し
、
会

員
は
９
人
で
平
成
27
年
度
か

ら
徐
々
に
シ
キ
ミ
、
ヒ
サ
カ
キ

を
出
荷
し
て
い
る
。

　

現
状
は
シ
キ
ミ
２
・
27‌

ha
、

ヒ
サ
カ
キ
２
・
19‌

ha
、
サ
カ
キ

０
・
５‌

ha
で
、
シ
キ
ミ
に
つ
い

て
は
正
月
、
春
秋
の
彼
岸
、
お

盆
の
４
期
が
ピ
ー
ク
で
あ
る
。

ヒ
サ
カ
キ
は
年
間
を
通
じ
て

平
均
し
た
需
要
が
あ
り
、
現
在

は
、
八
丈
榊
の
栽
培
に
力
を
い

れ
て
い
る
。

　

枝
物
は
安
定
し
た
収
入
が

得
ら
れ
、
ま
た
、
人
づ
く
り
や

雇
用
の
面
で
も
将
来
性
が
あ

り
、
地
域
活
性
化
を
図
れ
る
産

業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
鹿
屋
農

高
に
お
い
て
講
義
す
る
な
ど
、

後
継
者
育
成
の
た
め
に
努
力

さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、

⃝
�

栽
培
面
積
の
割
に
出
荷
量

が
少
な
い
た
め
、
く
く
り
に

時
間
を
と
ら
れ
な
い
よ
う

な
優
良
な
株
へ
の
転
換
を

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

⃝
�

出
荷
規
格
に
よ
っ
て
は
、

台
木
仕
立
て
（
サ
イ
ズ
）

が
異
な
る
の
で
剪
定
技
術

の
向
上
が
求
め
ら
れ
る
。

⃝
�

組
合
員
の
栽
培
面
積
に
対

す
る
出
荷
量
に
格
差
が
あ

り
出
荷
調
整
が
困
難
で
あ

る
が
、
業
者
は
常
に
安
定

供
給
を
求
め
て
い
る
た
め
、

こ
れ
に
応
じ
る
組
合
員
の

理
解
が
必
要
で
あ
る
。

⃝
�

後
継
者
の
育
成

な
ど
が
あ
る
。

　

そ
の
後
、
鳥
丸
氏
の
農
場
の

現
地
調
査
を
行
な
っ
た
。

　

本
町
の
枝
物
生
産
組
合
で

は
、
組
合
員
の
高
齢
化
が
進

み
、
耕
作
放
棄
地
寸
前
の
畑
や

山
林
が
見
ら
れ
る
。
平
成
29
年

度
に
は
若
い
方
も
新
規
加
入

さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
出
荷

に
つ
い
て
は
、
安
定
し
た
供
給

に
は
、
ま
だ
ま
だ
苦
慮
さ
れ
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

今
後
、
多
く
の
研
修
を
重

ね
、
新
植
に
つ
い
て
も
県
の
補

助
金
等
を
導
入
す
る
な
ど
、
町

担
当
者
と
連
携
さ
れ
る
よ
う

要
望
し
、
ま
た
、
町
に
も
本
事

業
に
つ
い
て
の
支
援
を
お
願

い
し
た
い
と
思
う
。

研修の様子

議
会
改
革
推
進
会
議

調
査
特
別
委
員
会

地
方
創
生
ま
ち
づ
く
り

調
査
特
別
委
員
会

特
別
委
員
会
の
中
間
報
告

議
員
自
主
研
修
報
告

特
用
林
産
物（
枝
物
）に
つ
い
て
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産業
振興  

町
内
事
業
者
の
育
成
支

援
に
つ
い
て
、
町
長
選

挙
の
選
挙
公
約
に
よ
る
と
、
新

規
事
業
や
事
業
拡
大
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
事
業
者
に
無
利
子
基

金
貸
付
制
度
を
設
け
る
と
あ
る

が
、
所
信
表
明
、
施
政
方
針
に

お
い
て
も
実
施
の
意
向
が
見
ら

れ
な
い
為
、
時
期
、
貸
付
金
額
、

貸
付
内
容
を
伺
い
た
い
。

町
長　
今
回
の
制
度
は
、

全
て
の
業
種
を
対
象
に
し

た
い
。
な
お
、
開
始
時
期
等
は
、

今
年
の
早
い
段
階
で
決
定
し
た

い
。

　

貸
付
内
容
に
つ
い
て
は
、
運

営
経
費
で
は
な
く
、
設
備
投
資

に
係
る
も
の
に
し
た
い
。

　

事
業
内
容
の
審
査
、
保
証
人
、

償
還
等
に
関
す
る
制
度
を
十
分

に
検
討
し
、
金
融
機
関
等
を
含

め
た
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

６
月
議
会
を
目
途
に
具
体
的
な

要
綱
、
内
容
等
を
示
し
た
い
。

　

貸
付
金
額
は
、個
人
で
３
０
０	

万
円
か
ら
５
０
０
万
円
程

度
、
法
人
で
７
０
０
万
円
か
ら

１
千
万
円
以
内
の
範
囲
が
妥
当

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

  
基
金
の
無
利
子
貸
付
で

確
定
か

町
長　

基
本
的
に
は
そ

う
い
う
進
め
方
を
し
た

い
。

  

選
挙
公
約
で
、
ふ
る
さ

と
納
税
返
礼
品
の
拡
充

を
図
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
目

標
額
を
５
億
円
に
す
る
と
あ
っ

た
が
、
ど
の
よ
う
な
返
礼
品
を

も
っ
て
５
億
円
を
達
成
し
よ
う

と
考
え
て
い
る
か
。

町
長　
平
成
29
年
度
は
、	

年
度
途
中
だ
が
、
約

３
５
０
０
万
円
で
、
前
年
度
は

約
５
千
万
円
で
あ
っ
た
。

　

姉
妹
市
町
村
と
連
携
し
、
姉

妹
市
町
村
の
商
品
を
本
町
の
返

礼
品
と
し
て
取
り
扱
っ
た
り
、

現
在
、
１
万
円
の
寄
付
に
対
し

て
３
千
円
相
当
の
商
品
を
一
つ

返
礼
し
て
い
る
が
、
千
円
ず
つ

３
種
類
の
詰
め
合
わ
せ
セ
ッ
ト

に
す
る
こ
と
な
ど
を
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
地
元
で
非
常
に
著

名
な
商
品
も
あ
る
の
で
、
そ
う

い
っ
た
も
の
を
返
礼
品
に
取
り

込
め
な
い
か
考
え
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
大
き
な
要
点
は
、

町
人
会
を
通
じ
て
錦
江
町
と
縁

の
あ
る
方
た
ち
に
も
っ
と
積
極

的
に
ふ
る
さ
と
納
税
に
対
す
る

取
組
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

浪瀨 亮祐 議員

無
利
子
基
金
貸
付 

制
度
の
開
始
時
期

や
内
容
を
示
せ

制
度
を
十
分
に
検
討
し
、検
討
委
員
会
を
設
置
し
、 

６
月
議
会
を
目
途
に
具
体
的
な
内
容
等
を
示
し
た
い

町長

３月定例会では、４名の議員より
一般質問が行なわれました。

町
独
自
の

福
祉
事
業
は
？

今
進
ん
で
い
る

事
業
は
？

子
育
て
支
援
は
？

一般質問Q＆Ａ
ここが聞きたい

※質問及び答弁については、要旨を掲載しております。

も
っ
と
積
極
的
に
ふ
る
さ
と
納
税
に
対
す
る

取
組
を
ア
ピ
ー
ル

町長
ふるさと

納税

ふ
る
さ
と
納
税
５
億
円
達
成
に

向
け
た
方
策
は

鹿児島市で開催された「錦江町ファン感謝祭」で
ふるさと納税の PR をしました。
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一般質問
Q＆Ａ

空き家
対策

自立
支援

川越 裕子 議員

空
き
家
の
町
営

住
宅
化
の
対
象

や
改
修
費
用
は

女
性
懇
話
会
の
設
置
は
、

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か

  

施
政
方
針
に
お
い
て
、

空
き
家
を
借
り
上
げ
、

町
費
で
リ
フ
ォ
ー
ム
し
、
町
営

住
宅
の
確
保
を
図
る
と
の
提

言
で
あ
っ
た
が
、
空
き
家
バ
ン

ク
登
録
者
の
発
掘
の
方
法
、
進

め
方
を
伺
い
た
い
。

町
長　

現
在
は
６
軒
の

登
録
し
か
な
い
。
最
低

で
も
20
軒
以
上
に
し
た
い
。

　

職
員
、
自
治
会
長
、
住
民
、

町
人
会
に
呼
び
か
け
、
一
軒
で

も
登
録
を
増
や
し
た
い
。

　

町
民
全
員
で
の
取
組
を
依

頼
す
る
し
か
な
い
と
考
え
る
。

  

予
算
額
や
計
画
、
事
業

実
施
年
度
を
ど
の
程
度

設
定
す
る
の
か
。

町
長　

築
10
年
か
ら
20

年
程
度
を
対
象
に
、
上

限
２
０
０
万
円
程
度
の
改
修

費
用
を
想
定
し
て
い
る
。

　

20
軒
程
度
登
録
さ
れ
た
ら

所
有
者
の
意
思
を
確
認
し
た

上
で
、
進
め
た
い
。

空き家を利用したサテライトオフィスの
お試しハウス。

  
女
性
目
線
で
問
題
点
等

の
確
認
・
改
善
を
す
る

為
、
地
域
、
年
齢
、
職
種
を
問

わ
ず
に
様
々
な
観
点
か
ら
協
議

を
す
る
女
性
懇
話
会
を
設
置
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う

な
手
法
で
進
め
る
の
か
。

町
長　

今
年
の
早
い
段

階
に
、
公
民
館
単
位
で

女
性
を
対
象
に
地
区
懇
談
会
を

計
画
し
た
い
。

　

子
育
て
、
生
活
環
境
、
介
護
、

日
常
生
活
の
中
で
女
性
が
感
じ

て
い
る
問
題
点
、
改
善
点
の
意

見
を
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

活
動
内
容
の
経
過
等
に
つ
い

て
の
周
知
活
動
も
行
政
で
や
っ

て
い
き
た
い
。

  
女
性
懇
話
会
を
設
置
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
職
種

別
の
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。

　
基
本
に
な
る
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
や
、
人
材
の
掘
り
起
し
と

い
っ
た
も
の
に
、
ま
ず
力
を
入

れ
て
い
か
れ
る
と
こ
ろ
で
は
な

い
か
と
考
え
る
が
、
如
何
か
。

町
長　

職
種
別
で
は
な

く
、
分
野
別
、
或
い
は

問
題
ご
と
に
分
け
る
の
も
一
つ

の
方
法
か
と
考
え
て
い
る
。

  

家
賃
の
設
定
に
は
建
物

の
評
価
が
必
要
だ
が
、

専
門
家
と
取
り
組
む
考
え
は
な

い
か
。町

長　

役
場
に
検
討

チ
ー
ム
を
設
置
し
て
進

め
た
い
。

  

家
財
道
具
等
の
搬
出
、

運
搬
を
ど
う
考
え
る
か
。

町
長　

家
財
道
具
を
収

納
す
る
空
き
家
登
録
な

ど
、
収
納
の
検
討
も
併
せ
て
進

め
た
い
。

ま
ず
、女
性
を
対
象
に
地
区
懇
談
会
を
計
画
し
、

女
性
が
感
じ
て
い
る
問
題
点
等
を
挙
げ
て
い
た

だ
き
た
い

町長

築
10
年
か
ら
20
年
の
空
き
家
を
対
象
に
上
限

２
０
０
万
円
程
度
の
改
修
費
用
を
想
定

町長
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一般質問
Q＆Ａ

公共
交通  

自
動
車
運
転
免
許
証
の

自
主
返
納
を
推
進
す
る

な
か
で
、
交
通
情
勢
に
不
満
を

抱
く
住
民
が
増
え
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
手
立
て
を
考
え

る
か
。町

長　

ニ
ー
ズ
を
十
分

調
査
の
上
、
必
要
が
あ

れ
ば
見
直
し
た
い
。
な
お
、
免

許
証
の
自
主
返
納
者
に
は
タ

ク
シ
ー
利
用
券
を
交
付
し
て

い
る
。  

タ
ク
シ
ー
利
用
券
に
つ

い
て
説
明
せ
よ
。

保
健
福
祉
課
長　

75
歳

以
上
か
身
体
障
が
い
者

１
、２
級
で
免
許
を
持
た
な
い

  
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加

が
期
待
さ
れ
る
が
、
誘

致
活
動
、
観
光
案
内
の
看
板
設

置
、
観
光
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

町
長　
既
に
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ

の
整
備
を
行
な
っ
た
。
逐

次
、
通
信
体
制
を
整
え
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
多
言
語
標
記
も

取
り
入
れ
た
観
光
ガ
イ
ド
マ
ッ

プ
を
作
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

  

観
光
バ
ス
の
誘
致
に
つ

い
て
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

を
し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

方
、
75
歳
未
満
の
免
許
返
納
者

に
５
０
０
円
の
券
を
年
間
24
枚

交
付
し
て
い
る
。

  

交
通
弱
者
が
増
え
る
と

考
え
る
が
、
配
布
枚
数

を
増
や
す
考
え
は
な
い
か
。

町
長　

多
い
方
が
良
い

と
の
意
見
は
多
い
と
思
う

が
、
検
討
さ
せ
て
ほ
し
い
。

町
長　
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

と
併
せ
て
観
光
未
来
会

議
で
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

  「
水
遊
び
の
里
錦
江
町
」

と
銘
打
っ
て
カ
ヌ
ー
、

い
か
だ
な
ど
川
下
り
の
レ

ジ
ャ
ー
を
推
進
す
る
考
え
は
な

い
か
。
ま
た
、
松
崎
海
岸
の
海

を
使
っ
て
、
Ｓ
Ｕ
Ｐ
の
普
及
を

進
め
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長　

現
在
、
体
験
型

の
観
光
も
推
進
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
、
場

所
の
選
定
や
安
全
性
の
確
保
な

ど
、
メ
ニ
ュ
ー
化
で
き
る
か
検

討
し
て
い
き
た
い
。

  

大
原
校
区
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
は
、
主
に
学

生
を
対
象
と
し
た
朝
早
い
時
間

帯
で
あ
る
が
、
高
齢
者
対
象
の

便
を
増
や
す
考
え
は
な
い
か
。

ま
た
、
８
時
36
分
花
瀬
橋
発
を

８
時
30
分
大
原
小
前
発
に
で
き

な
い
か
。町長　

詳
細
を
調
べ
、
担

当
課
で
検
討
さ
せ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
様
々
な
方
が

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

トワイライト 2016 でＳＵＰを体験する
錦江町の子ども達（与論町）

池田 行德 議員

交
通
情
勢
に
つ

い
て
ど
の
よ
う

な
手
立
て
を
考

え
る
か

ニ
ー
ズ
を
十
分
調
査
の
上
、必
要
が
あ
れ
ば
見

直
し
た
い

体
験
型
の
観
光
も
推
進
し
て
お
り
、安
全
性
の
確

保
な
ど
、メ
ニ
ュ
ー
化
で
き
る
か
検
討
し
た
い

町長

町長
観光
行政

川
下
り
、Ｓ
Ｕ
Ｐ
等
の
レ
ジ
ャ
ー

推
進
の
考
え
は

Ｓ
Ｕ
Ｐ
（
サ
ッ
プ
）

ボ
ー
ド
の
上
に
立
ち
パ
ド

ル
を
利
用
し
て
進
む
ス

ポ
ー
ツ
（
ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ 

パ
ド
ル 

ボ
ー
ド
の
略
称
）

Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ

通
信
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用

せ
ず
、
無
線
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
サ
ー

ビ
ス
の
俗
称

用
語
解
説
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住宅
対策  

公
営
・
町
営
住
宅
は
、

昭
和
30
年
か
ら
40
年
代

に
建
築
さ
れ
た
も
の
も
多
く
、

中
に
は
築
66
年
の
も
の
も
あ

る
が
、
今
後
、
修
繕
・
建
て
替

え
等
の
計
画
は
あ
る
か
。

町
長　

公
営
住
宅
等
長

寿
命
化
計
画
の
中
で
、

修
繕
、
建
て
替
え
、
用
途
廃
止

等
の
計
画
を
立
て
て
い
る
。

  

改
修
等
を
行
な
う
際
の

入
居
者
と
の
協
議
は
ど

の
よ
う
に
さ
れ
る
か
。

町
長　

現
在
の
入
居
者

の
一
時
転
居
等
に
関
す

る
こ
と
や
新
築
住
宅
の
住
宅

料
に
関
す
る
こ
と
が
主
な
協

議
内
容
と
な
る
。

建
設
課
長　
木
場
住
宅
の
建
て

替
え
の
際
は
説
明
会
を
開
催
し

た
。
解
体
予
定
の
住
宅
に
つ
い

て
は
、個
別
に
相
談
し
て
い
る
。

  

耐
用
年
数
が
過
ぎ
て
い

る
住
宅
が
自
然
災
害
等

を
受
け
た
場
合
の
保
険
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

町
長　

築
年
数
に
関
係

な
く
全
て
の
住
宅
に
対

し
、
一
般
財
団
法
人
全
国
自
治

協
会
の
建
物
災
害
共
済
に
加
入

し
て
い
る
。

  

城
ヶ
迫
住
宅
は
湿
気
等

の
問
題
が
あ
る
が
、
非

現
地
で
の
建
て
替
え
が
可
能

か
。

町
長　
現
在
の
と
こ
ろ
、

検
討
し
て
い
な
い
。

  

土
地
開
発
基
金
が
２
億 

６
８
７
万
７
０
０
０
円

あ
る
が
、
こ
の
基
金
を
使
い
、

公
営
・
町
営
住
宅
の
建
設
予
定

地
を
先
行
取
得
す
る
考
え
は
な

い
か
。町

長　
現
在
の
と
こ
ろ
、

土
地
開
発
基
金
を
使
っ
て

の
住
宅
用
地
の
先
行
取
得
は
考

え
て
い
な
い
。

一般質問
Q＆Ａ

右田 正 議員

公
営
・
町
営
住

宅
の
修
繕
等
の

計
画
は
あ
る
か

公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
の
中
で
、
計
画

を
立
て
て
い
る

町長

現地建て替えで新しくなった木場住宅

請
願
・
陳
情
の
仕
方

　
町
政
等
に
つ
い
て
の
要
望
等
を
請
願
書
や
陳
情

書
と
し
て
、
ど
な
た
で
も
議
会
に
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
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桜の花咲くなか、新一年生が元気よく登校して
いる姿を目にすると、私達の気持ちも新たに

なるように感じています。
　子ども達が「心豊か」で「健やか」に成長するよ
う見守りたいものです。
　国政においては、森友学園・加計学園新設計画問
題を巡り、大荒れで紛糾しています。
　明るい話題は、米国大リーグの大谷翔平選手（エン
ゼルス）の二刀流が米国でも注目が高まっています。
　本町も、新町長体制で地方創生や停滞気味の地方分
権改革を前進させるか、大きな課題になっています。

　議会も新年度事業に向けて、町民の皆様の付託に
応えられるよう鋭意努力してまいります。
　今後とも、ご指導ご鞭撻くださりますようよろし
くお願い申し上げます。

◆議会報編集委員会
委 員 長　　小吉　昭弘
副委員長　　川越　裕子
委　　員　　馬込　守・右田　正
　　　　　　厚ヶ瀨博文

編 集 委 員 長

右田　正

編 集
後 記

表紙を ウ ォッチ

　４月１日、花瀬公園まつりが盛大に開催
されました。
　島津斉彬公が曲水の宴を楽しんだとの
記録も残る花瀬川の千畳敷の石畳には、露
店も立ち並び、買い物や歌謡ショーなどを
大いに楽しめた祭りとなりました。

傍聴してみませんか
６月定例会は本庁で開催！

６月定例会の会期は、
６月15日から25日
一般質問は、６月17日㈰の予定です。
役場本庁３階の議場へ
傍聴においでください。

　鹿児島県町村議会議長会表彰自治功労者として、町村議会議
員として 15 年以上在職し功労のあった者として、次の３名が
表彰されました。
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自治功労者表彰受賞

16きんこう議会だより 53号


